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中心市宣言書 

 

喜多方市は、福島県の北西部、会津盆地の北に位置し、北西に、飯豊連峰の雄大

な山並みが連なり、東には名峰磐梯山の頂を望む雄国山麓が裾野を広げる豊かな自

然に恵まれた風光明媚なまちです。平成 18 年１月４日に、旧喜多方市、熱塩加納村、

塩川町、山都町及び高郷村の５つの市町村が合併して現在の喜多方市となり、稲作

を中心とした農業を基幹産業としながら、蔵やラーメンをはじめとする豊富な観光

資源を活用し、年間 170 万人の観光客が訪れる観光都市として発展してきました。 

 

合併後の 10 年間は、新市の一体感の醸成と均衡ある発展を目指し、市民との協

働によるまちづくりや地区間のネットワークの強化を図る一方、市域を越えた取組

として、従来から喜多方地方広域市町村圏組合の構成団体である北塩原村及び西会

津町とともに、消防・救急救命やごみ処理、斎場運営、文化行政などを共同処理し、

事務の効率化と生活機能の充実を図ってきました。  

 

現在、我が国は人口減少社会へと突入し、特に地方においては、少子高齢化と大

都市圏への人口流出などにより急速に人口減少が進み、さらには、近年の経済のグ

ローバル化の進展や地域経済の低迷など、地方を取り巻く社会環境は大きな転換期

を迎えています。  

こうした中、地方自治体は個々の魅力を活かしたまちづくりを進めるとともに、

市域を越えた広域的な取組を実践することにより、圏域全体で住民の暮らしに必要

な機能を確保し、さまざまな地域課題に対応していくことが、これまで以上に重要

になってきます。  

 

このような状況を踏まえ、喜多方市は、市域内のさらなる魅力創出に努めるとと

もに、定住自立圏構想における中心市となり、生活圏や経済圏を共にする喜多方地

方広域市町村圏組合の構成団体と、これまでに培われてきた連携や協力関係を尊重

しつつ、圏域全体の暮らしに必要な都市機能の整備、充実を図り、圏域全体の発展

に向けて全力で取り組んでいくことをここに宣言します。  

 

 

  平成２７年１２月２４日  

 

喜多方市長 山 口 信 也  
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１ 都市機能の集積状況  

 喜多方市における公共施設等による各種サービス機能、中核的な医療機能、商

業機能など都市機能の集積状況はおおむね次のとおりです。  

分 野 都市機能 施 設 名 

医 療 

医療機関 

病院 ６院、診療所 32 所 

歯科診療所 22 所 

第二次救急 

医療機関 

上記「病院」のうち３院の輪番制 

福 祉 

高齢者福祉 

施設 

特別養護老人ホーム ６所、養護老人ホーム １所 

介護老人保健施設 ５所 

デイサービスセンター 19 所  ほか 

障がい者施設 

障がい者福祉サービス事業所 27 所（うち、グルー

プホーム等 ９所、相談支援事業所 ３所） 

児童福祉施設 

保育所等 22 所（認可外含む）、児童館 ７所 

認定こども園 １園（私立） 

教育・ 

文化・ 

スポーツ 

教育施設 

幼稚園 13 園（私立含む）、小学校 17 校 

中学校 ７校、高等学校 ４校 

専修学校等 

福島県立テクノアカデミー会津 

喜多方准看護高等専修学校 

文化施設 

喜多方プラザ文化センター、公民館 15 館 

市立美術館  ほか 

図書館 市立図書館 

スポーツ施設 

押切川公園体育館、押切川公園野球場、押切川公園

スポーツ広場、市民プール、三ノ倉スキー場 ほか 

商 業 主な商業施設 大規模小売店舗 ９店舗 

金融機関等 

東邦銀行、福島銀行、大東銀行、会津信用金庫、会

津商工信用組合、東北労働金庫、ゆうちょ銀行、会

津いいで農業協同組合 

交 通 基幹道路 会津縦貫北道路、国道 121 号、国道 459 号 

鉄 道 ＪＲ東日本 磐越西線 

バス・その他 

会津バス、磐梯東都バス 

予約型乗合交通「みんべぇ号」 

行 政  

 

 

国の施設 

財務省 

 喜多方税務署 

国土交通省 

郡山国道事務所喜多方出張所 

阿賀川河川工事事務所塩川出張所 
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農林水産省 

会津森林管理署喜多方森林事務所、奥川森林事務

所 

厚生労働省 

ハローワーク喜多方 

会津労働基準監督署喜多方支署 

県の施設 

喜多方建設事務所 

会津農林事務所森林林業部 

会津農林事務所喜多方農業普及所 

警 察 福島県警察本部喜多方警察署 

消防・その他 

喜多方地方広域市町村圏組合 

消防本部（喜多方消防署、山都分署） 

環境センター（山都工場、塩川工場）、斎場 

 

２ 都市機能の利用状況等  

 ① 通勤・通学者の状況（近隣町村からの喜多方市への通勤・通学率）  

 総 数  通 勤  通 学  

北塩原村  0.25 0.23 0.61 

西会津町  0.08 0.06 0.35 

  ※資料：平成 22 年国勢調査  

 

 ② 医療機関の状況  

  ア 医療機関の集積状況  

 

病  院  診療所（歯科含む）  

施設数  病床数  施設数  病床数  

喜多方市  6 院 956 床 54 所 13 床 

北塩原村  0 院 0 床 2 所 0 床 

西会津町  0 院 0 床 6 所 0 床 

※資料：福島県市町村要覧  

  

イ 病院の利用状況（市内病院の市町村別利用状況）  

 合 計  喜多方市  北塩原村  西会津町  その他  

新規入院患者数  1,970 人  1,671 人  60 人  46 人  193 人  

※資料：市内病院へのアンケート調査（平成 26 年度）  
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ウ 救急搬送の状況  

 喜多方市  北塩原村  西会津町  その他  

管内搬送  541 件 26 件 13 件 2 件 

管外搬送  1,628 件 179 件 367 件 12 件 

合  計  2,169 件 205 件 380 件 14 件 

  ※資料：喜多方地方広域市町村圏組合消防本部調べ（平成 26 年度）  

 

③ 教育文化  

  ア 図書館の利用状況  

 合 計  喜多方市  北塩原村  西会津町  その他  

利用登録者数  12,558 人  11,965 人  286 人  77 人  230 人  

  ※資料：喜多方市立図書館調べ（平成 27 年 11 月末現在）  

 

 ④ 産 業  

  ア 工業集積の状況  

 事業所数  従業員数  製造品出荷額等  

喜多方市  140 事業所 4,688 人 7,773,278 万円 

北塩原村  6 事業所 100 人 116,108 万円 

西会津町  17 事業所 478 人 451,469 万円 

※資料：平成 24 年経済センサス活動調査（製造業）  

 

  イ 卸売業・小売業の状況  

 事業所数  従業員数  年間商品販売額  

喜多方市  1,172 事業所 4,725 人 7,348,400 万円 

北塩原村  16 事業所 58 人 92,500 万円 

西会津町  87 事業所 330 人 379,100 万円 

※資料：平成 24 年経済センサス活動調査（卸売業・小売業）  

 

  ウ 消費購買動向（近隣町村から喜多方市内での購買率）  

 日用品 食料品 本・ＣＤ 

医薬品・ 

化粧品 

下 着 

北塩原村  0.67 0.64 0.57 0.56 0.52 

西会津町  0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

  ※資料：平成 21 年度消費購買動向調査  
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３ 圏域で想定する連携事項  

 ⑴ 生活機能の強化に関すること  

  ①医療  

   ・地域医療の環境整備  

  ②福祉  

   ・子育て支援環境の整備  

   ・高齢者・障がい者福祉サービスの充実  

  ③産業振興  

   ・雇用機会の確保  

   ・地域資源を活かした滞在型･体験型観光を推進するための連携強化  

   ・鳥獣被害防止対策の推進  

  ④消防  

   ・消防及び救急体制の充実  

  ⑤環境  

   ・一般廃棄物等処理体制の充実  

  ⑥その他  

   ・上記のほか、圏域内の生活機能の強化に関する取組  

 ⑵ 結びつきやネットワークの強化に関すること 

  ①地域公共交通 

   ・地域の公共交通の利便性向上のための連携強化 

  ②地域内外の住民との交流・移住促進 

   ・グリーン・ツーリズムの推進 

   ・空き家の利活用 

  ③文化・芸術  

   ・文化・芸術振興事業の推進 

  ④その他 

   ・上記のほか、結びつきやネットワークの強化に関する取組 

 ⑶ 圏域マネジメント能力の強化に関すること 

  ①中心市等における人材の育成 

   ・職員の能力向上や人材育成のための合同研修 

  ②その他  

   ・上記のほか、圏域マネジメント能力の強化に関する取組  

 

４ 喜多方市（合併５市町村）において展開しようとする取組  

 ⑴ 生活機能の強化に関すること  

  ①医療  

   ・地域医療の環境整備  

   ・医師及び医療従事者の確保・養成  
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  ②福祉  

   ・子育て支援環境の整備  

  ③教育  

   ・教育環境の整備  

  ④産業振興  

   ・企業誘致  

   ・農林業の振興  

   ・まちなかのにぎわい創出  

  ⑤その他  

   ・上記のほか、喜多方市の生活機能の強化に関する取組  

 ⑵ 結びつきやネットワークの強化に関すること 

  ①地域公共交通 

   ・デマンド交通の利便性向上 

  ②道路等の交通インフラの整備 

   ・生活幹線道路等の整備・維持管理 

  ③地域内外の住民との交流・移住促進 

   ・グリーン・ツーリズムの推進 

   ・空き家の利活用 

  ④その他 

   ・上記のほか、結びつきやネットワークの強化に関する取組 

 ⑶ 圏域マネジメント能力の強化に関すること 

  ①中心市等における外部からの行政及び民間人材の確保 

   ・外部人材の活用 

  ②その他  

   ・上記のほか、圏域マネジメント能力の強化に関する取組  

 

５ 喜多方市への通勤通学割合が０．１以上である市町村  

市町村名  

常住する就業者数

及び通学者数(A) 

本市への通勤･通学

者数(B) 

通勤通学割合(B/A) 

北塩原村  1,836 人 467 人 0.25 

※資料：平成 22 年国勢調査  

 

６ ５のほか、喜多方市と人口定住のために連携する意思を有する市町村  

  西会津町  

 

 


